
第25回全外教セミナー・京都集会
－入管法改定の現状と課題を知り、子どもの学びの場を保障しよう！－

ご 案 内

全国在日外国人教育研究協議会（略称：全外教）は外国籍や外国にルーツを持つ子どもた

ちの教育課題を明らかにし、そうした子どもたちと日本人の子どもたちの自立と連帯の場づ

くりを積極的に保障する運動や実践をすすめてきました。その一環として1996年に第１回全

外教セミナーを神奈川の地で開催し、以来、今回のセミナーで25回目を迎えます。今回は「入

管法改定の現状と課題を知り、子どもたちの学びの場を保障しよう」をテーマに京都市で開

催します。

昨年７月の外国人登録法廃止、入管法改定により、中長期滞在者の管理と非正規滞在者の

排除が今まで以上に強化されました。また、特別永住者とそれ以外の外国人との分断がいっ

そう強められました。さらに、在留資格取り消し制度新設、民間人による外国人監視体制や

地方入管の調査権の強化などの、今回の改定内容が充分に周知されておらず、さまざまな混

乱が発生しています。

このような状況は、学校教育にも大きな影響を与えつつあります。今、入管法改定によっ

て発生している問題点や、教員や保護者が知らなければならない基礎知識、各地で行われて

いる行政交渉の内容と成果、などを教員・保護者が共有し外国籍の子どもたちの教育を受け

る権利を保障していく実践が求められています。

全国各地でこの問題と深くかかわっておられるパネラーの活動内容を聞きながら、教育の

主　催 全国在日外国人教育研究協議会・同志社大学浅野健一ゼミ

日　時 2013年５月11日（土）13時30分～17時（受付13時）

場　所 同志社大学新町キャンパス臨光館２Ｆ　R201教室（予定）

 （京都市上京区新町通今出川上ル近衛殿表町159-1）

テーマ 入管法改定の現状と課題を知り、子どもたちの学びの場を保障しよう

内　容 基調講演「『改定入管法』の現状と課題　－学校教育への影響－」

 　講師　小西和治さん（全国在日外国人教育研究所事務局長）

 各地からの報告「『改定入管法』の現状と課題」

 　・「改定入管法」の影響　中長期を中心に 小西和治さん（研究所）

 　・奈良県内の自治体調査 谷敏光さん（奈良）

 　・「改定入管法」　特別永住を中心に 　　崔博憲さん（広島）

 　・就学案内の徹底と「改定入管法」 大野博司さん（大分）

参加資料代 1000円

その他 セミナー終了後、全国交流会を予定しています。参加費は3000 円です。

連絡先 全国在日外国人教育研究協議会

 mail@zengaikyo.org
現場で今何を為すべきなの

か、政府・自治体に在日外国

人の人権保障のための施策を

どのように求めていくのか、

などをともに学びたいと思い

ます。

全国のみなさんとセミナー

の場を通して交流し、そこか

ら学ぶことによりこの困難な

時代を生き抜く方策が見つか

るのではないかと思います。

ぜひとも多くの皆さまの参加

をお願いします。

全外教30周年記念　反差別・多文化共生社会をめざす集い
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